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が配されていると言えよう。中世日光における絵画工房の存在 (186頁 ) と近世初期の縁起
絵巻を用いた絵解きの可能性 (190頁 )、赤城山麓における神争いに関する伝承の特徴につ
いての具体的な指摘 (207～208頁 )、縁起説話の伝播が持つ意味 (223頁 )、三十三本に及ぶ



















































　伝説がモノ ( 事物 ) に付随するものであり、信仰を伴うものであることは民俗学におい
て常識に属することであるが、従来、その生成過程についての論究は、口承文芸および説
話文学の領域内にとどまってきた。本論文においては、開帳における「エトキ」という行
為が、寺社が所有する宝物や縁起に関わるモノを開帳の場において物語、由来とともに人々
の眼前に具体的に提示するものであったことが具体的に解明されている (56頁等 )。さら
にそれは絵画の中の世界ともつながっており、絵解きに登場したモノが同じ開帳の場に並
べられている場合もあった (76頁 )。それによって89頁で主張されているように、こうし
たモノのエトキが、寺社の伝説となり、伝承されていく場合が少なくなかったであろう。
伝説としても伝えられていく物語や説話、あるいは歴史認識が、開帳という「場」で再確
認、編集され、モノと結び付けられていったと解することができる。そればかりではなく、
開帳の「場」におけるエトキは、神仏に対する信仰を強化する機能を持っていた。伝説の
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重要な要素である事物との結びつきや信仰的な要素との関わりがここでも見出すことがで
きるのである。そのように考えたとき、本論文での議論は民俗学、口承文芸研究における
伝説の発生の「場」を凝視した研究であることが了解できよう。このことによって、従来
の口頭での継承や社会的な機能と言った方面に偏りがちであった伝説研究に、その生成過
程の解明という新たな視点と可能性とを登録したと受け止めることができるのである。
　このことは第2として、口承文芸における「場」への新たな省察も可能にするだろう。
　縁起もしくは略縁起については、これまで仏教文学・唱導文芸の領域からのアプローチ
が行なわれてきた。本論文ではそうした研究を受けて、さらに縁起の展開、変容を具体的
に考察する可能性を切り開いている。縁起は、本論文において、開帳という「場」をくぐ
り抜け、絵巻や掛幅画あるいはモノという視覚的な情報を加えることで話の長短、内容の
難易などがさまざまに変動したことが明らかにされている。開帳は、民間における口承文
芸の伝承の「場」とはやや異なるものの、充分に意識し参照すべきもう一つの「場」であっ
た。開帳という「場」は唱導という意図のもとに周到に編みあげられてきたものであるの
に対して、現代の口承文芸の伝承の「場」は、観光という文脈でも生命を保ち、また絵本
や映像という口頭表現以外の媒体の中にも存在することは周知のことである。その点では
開帳が前近代において現代の伝承の「場」を先取りしていたことが明らかである。こうし
た問題を、それぞれの時代の制約と資料の存在のありようとに即して分析、考察すること
についての方法的な可能性を本論文は登録したといえる。本論文によって伝承の「場」に
関する議論が深化することが期待されるのである。
　第3に絵解き研究に対する貢献も確認しておきたい。
　本論文は絵解きと寺院絵画の現代における必要性と受容の様相を包括的に浮かび上がら
せている。このことは筆者の目指した絵解きの民俗学的考察として重要な達成である。こ
うした考察はさらに、民俗文化あるいは庶民の生活等における仏教思想の浸透の解明へと
進展してゆく可能性をはらんでいる。
　本論文は特に第Ⅱ部において、伝統的な絵解きの再生や地方寺院の地獄絵の展観を通し
て現代に生きる人びとが、絵解き的なものを希求していることを提示している。これまで
の絵解き研究は文学研究の領域からの調査や考察が多く、必然的に説話文学や唱導文芸な
どとの連関に関する成果が蓄積されてきた。もちろん、美術史の領域からのアプローチも
あったし、歴史学における絵画資料論の提唱と実践も豊かな知見を蓄積してきた。広義の
絵解き研究はそうした多様な学問のターミナルとしての意義を持つものである。そこには
改めて、民俗学の方法とそれによる視野の広がりとを登録し、庶民生活における絵画表現
の問題を形成、発信、重要、浸透といったさまざまな側面で追究する可能性が本論文によっ
て提示されその具体的な作業例が提出されたといえるだろう。本論文の分析からは絵解き
の通時代性や現代性を指摘することができ、日本における絵解き文化とでも言うべきもの
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の生命力を読みとることが可能なのである。
　本論文は、以上の報告のように、豊かな内容を持ち、方法論的にもすぐれたもので従来
の研究を総括し、絵解きと略縁起に関する研究を新たな段階に押し上げた労作というべき
である。また、本年2月1日に行なわれた口述試問と公聴会においても的確な応答と研究
発表がなされ、本論文の研究的意義が証されたといえる。よって、本論文は文学研究科の
博士学位論文基準に照らしても妥当な研究内容であると認められる。本審査委員会は全員
一致をもって、久野俊彦氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を授与するに相応しいも
のと判断する。
